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本学において、機密文書の処分はつくば市のクリーンセンターで焼却処理されていましたが、温室効果ガス削減対

策の一環として、平成２０年度から溶解処理を導入しました。 

 溶解処理とは、機密文書を製紙会社に持ち込み、溶解炉に投入して紙を溶かし、トイレットペーパーやダンボール

に再資源化する仕組みです。 

 

平成２０年度から平成２３年度の４年間の実績は、処分量１８２トン、処分料金２，７２３千円です。 

 この量をクリーンセンターで処分した場合と比較すると、処分料金５６４千円の削減、１５３ton-Co2 の削減に

なります。 

 

 学内で年２回の溶解処理を行い、なお一層の資源ごみのリサイクル化、経費削減、二酸化炭素の削減を進めます。 

 

 

 

 

 

 

概要 

成果 

展望 

大学 

大学から 
出された 
機密文書 

全学の機密
文書をトラ
ックで回収
します 

製紙会社へ
搬入します 

溶解炉で 
紙が溶かさ
れます 

トイレット
ペーパーや
段ボール箱
にリサイク
ルされます 

大学 

http://www.isuzu.co.jp/product/forward_post/index.html
//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/4/44/Recycle001.svg

